
災
害
復
旧
工
事
が
施
工
さ
れ
た

鳩
山
第
２
中
継
ポ
ン
プ
場

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
令

和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
で
、

賛
成
全
員
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
19
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
案
件
は
専
決

処
分
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、

決
算
認
定
１
件
で
、
全
て
可

決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
で

は
、
負
担
金
に
つ
い
て
基
準

財
政
需
要
額
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
構
成
団
体
の
負

担
金
の
変
更
が
行
わ
れ
、
鳩

山
町
は
６
５
４
万
９
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
場
建
設
の
周
辺
対
策
と

し
て
、
と
き
が
わ
町
馬
場
地

区
の
集
会
場
が
完
成
し
た
と

行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
全
員
の
挙

手
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
新
斎
場
建

設
の
た
め
高
額
の
事
業
費
が

歳
出
の
中
心
と
な
り
、
平
成

30
年
度
の
19
億
８
千
万
円
を

ピ
ー
ク
に
、
令
和
元
年
７
億

７
千
万
円
で
し
た
が
、
令
和

２
年
度
決
算
で
は
完
成
後
の

た
め
、
約
２
億
２
千
万
円
と

大
き
く
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
約
６
４
０
０
万
円
の

斎
場
建
設
事
業
債
の
元
金
償

還
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

火
葬
処
理
能
力
は
、
最
大
１

日
18
件
ま
で
処
理
で
き
る
そ

う
で
す
。

　

鳩
山
町
の
斎
場
使
用
件
数

は
、
令
和
２
年
は
１
７
６
件

と
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
決
算
認
定
等
の

３
件
で
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
周

辺
対
策
事
業
交
付
金
２
億
円

が
皆
減
さ
れ
、
更
新
施
設
建

設
基
金
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

原
因
は
官
製
談
合
事
件
で
、

鳩
山
町
の
事
業
執
行
に
対
し

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

広
域
静
苑
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

て
疑
義
が
あ
り
、
今
後
、
原

因
究
明
、
再
発
防
止
策
な
ど

が
講
じ
ら
れ
、
事
業
執
行
で

き
る
状
況
で
あ
る
と
構
成
市

町
間
で
確
認
で
き
た
場
合
に

再
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

周
辺
対
策
交
付
金
は
、

『（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼
却

施
設
の
運
営
等
に
関
す
る
協

定
書
』
に
「
８
億
円
を
上
限

と
す
る
」、
ま
た
、『（
仮
称
）

鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
整
備

に
係
る
地
元
対
策
費
の
交
付

に
関
す
る
確
認
書
』
に
は
、

「
地
元
対
策
費
は
８
億
円
を

上
限
と
し
、
そ
の
交
付
期
間

は
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
34

年
度
ま
で
、
各
年
度
に
２
億

円
を
定
額
交
付
す
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
長
年
、
焼
却
施

設
の
稼
働
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
地
元
の
皆
様
に
は
、

直
接
関
係
が
な
い
原
因
に
基

づ
い
て
、
こ
の
措
置
が
取
ら

れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で

す
が
、
鳩
山
町
と
し
て
は
、

組
合
構
成
市
町
の
皆
様
に
納

得
い
た
だ
け
る
よ
う
早
急
に

改
善
策
を
講
じ
、
再
発
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
の
１
人
１
日

当
た
り
の
家
庭
系
ご
み
排
出

量
は
、
全
項
目
で
鳩
山
町
が

ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

８
月
18
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
２
件

で
、
令
和
２
年
度
下
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
と
令
和
３

年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
で
す
。
２
件
と
も
原
案

ど
お
り
可
決
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
の
主
な
建
設

改
良
事
業
は
、
毛
呂
山
町
川

角
地
内
等
で
管
渠
整
備
工
事

約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

施
工
、
鳩
山
第
２
中
継
ポ
ン

プ
場
で
は
災
害
復
旧
工
事
、

毛
呂
山
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
耐
震
補
強
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

令和２年度一部事務組合の決算状況 ※万円以下は四捨五入
名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合 2億7,312万円 2億4,359万円 2,513万円 3,750万円 3,001万円
埼玉西部環境保全組合 30億4,885万円 30億1,685万円 1億9,778万円 23億2,499万円 15億3,763万円
西入間広域消防組合 13億2,354万円 12億9,251万円 2億9,185万円 7億1,119万円 5,541万円

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

収益的収入
21億546万円

資本的収入
6億8,464万円

収益的支出
17億2,572万円

資本的支出
10億1,426万円

1億3,377万円 50億1,268万円

広域静苑組合 2億2,141万円 2億740万円 1,069万円 14億3,258万円 1,813万円
合計 6億5,922万円 95億1,894万円 16億4,118万円
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